
入
居
は
介
護
1
以
上
で
、
12
万
円

～
。
お
部
屋
の
空
き
は
ま
だ
ま
だ
あ

る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
見
学

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
お
問
合
せ

は
こ
ち
ら
ま
で
ど
う
ぞ
。

エ
ナ
メ
ゾ
ン

篠
路
に
新
し
い

サ
高
住
が
誕
生
！

in 

教
願
寺

御み

か

せ

家
瀬　
緑み

ど
り

さ
ん

高
齢
化
が
進
む
こ
の
地
域
に
11
月

8
日
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
東

区
役
所
前
泌
尿
器
科
・
内
科
」
を
運

営
す
る
医
療
法
人
英
晃
会
が
新
規

開
設
し
た
と
あ
っ
て
、
最
大
の
利
点

は
医
療
や
介
護
に
対
応
し
た
施
設

で
あ
る
こ
と
。
看
護
師
が
3
名
常
勤

し
、
介
護
士
も
含
め
24
時
間
3
6
5

日
体
制
で
、
定
期
巡
回
、
薬
の
管
理
、

さ
ら
に
介
護
車
で
の
送
迎
付
き
で
病

院
の
診
察
に
も
対
応
し
ま
す
。

お
部
屋
は
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
快
適

性
を
重
視
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
12
畳

ワ
ン
ル
ー
ム
。
12
畳
タ
イ
プ
と
16
畳

タ
イ
プ
が
あ
り
、
ご
夫
婦
入
居
に
対

応
し
た
部
屋
も
あ
り
ま
す
。
十
分
な

広
さ
の
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
や
最
新
モ
デ

ル
の
ト
イ
レ
、
洗
面
台
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

お
食
事
は
レ
ス
ト
ラ
ン
風
の
大
食

堂
で
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
、
季

節
の
行
事
に
は
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
お

楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

当
施
設
自
慢
の
お
風
呂
は
、
天
然

温
泉
の
大
浴
場
で
、
ゆ
っ
た
り
く
つ

ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
、
車
い
す
の
方
で

も
安
心
し
て
入
浴
が
楽
し
め
る
特
殊

浴
槽
も
完
備
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
映
画
鑑
賞
や
朗
読
会
な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
、

生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▲まるでホテルのようなロビー▲天然温泉大浴場

▲食堂で機能訓練も行います

▲広々とした個室。夫婦部屋もあり

1
0
0
m
走
で
五
輪
を
目
指
せ
！

広
報
さ
っ
ぽ
ろ
10
月
号
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
た
、
太
平
地
区
に
お

住
い
の
高
校
3
年
生
、
御
家
瀬
緑

さ
ん
。
今
年
6
月
、
日
本
選
手
権

女
子
1
0
0
m
で
全
国
一
に
輝
き
、

2
ヵ
月
後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
女
子

1
0
0
m
で
も
優
勝
、
2
連
覇
を

達
成
し
た
、
今
大
注
目
の
女
性
ア
ス

リ
ー
ト
で
す
。

御
家
瀬
さ
ん
は
太
平
南
小
6
年
の

時
に
陸
上
ク
ラ
ブ
に
入
団
し
、
走
り

幅
跳
び
と
1
0
0
m
走
の
練
習
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。
太
平
中
を
経
て

恵
庭
北
高
に
入
学
後
も
、
ず
っ
と
同

じ
コ
ー
チ
の
も
と
で
指
導
を
仰
い
で

き
た
だ
け
に
、
今
回
の
2
連
覇
に
つ

い
て
御
家
瀬
さ
ん
は「
恩
師
や
家
族
、

友
人
な
ど
支
え
て
く
れ
た
方
々
へ
の

恩
返
し
が
で
き
た
」と
言
い
ま
す
。

そ
ん
な
彼
女
の
憧
れ
の
選
手
は
、

同
じ
道
産
子
選
手
の
福
島
千
里
さ
ん
。

高
校
卒
業
後
は
実
業
団
へ
の
入
団

も
決
ま
っ
て
お
り
、
来
年
開
催
さ
れ

る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
そ
う
で
す
。

「
代
表
選
手
に
選
ば
れ
る
た
め
に

は
、
今
の
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
な

い
と
な
ら
ず
厳
し
い
挑
戦
で
す
が
、

応
援
し
て
く
れ
る
人
た
ち
の
思
い
を

背
負
っ
て
頑
張
り
た
い
」
と
強
い
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
域
か
ら
日
本
代
表
選
手
が

現
れ
る
よ
う
、
私
た
ち
も
応
援
し
ま

し
ょ
う
。
頑
張
れ
！
御
家
瀬
さ
ん
！

▼
住
所
：
篠
路
7
条
5
丁
目
1
︲

8
小
島
ビ
ル
₁
Ｆ
（
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
隣
）

▼
電
話
：
3
1
3
︲
3
7
2
3

▼
営
業
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後

4
時（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

▼
定
休
日
：
不
定
休

▼
住
所
：
篠
路
1
条
7
丁
目
3
︲
20

▼
問
い
合
わ
せ
：
7
7
3
︲
5
5
5
5

松
前
、
あ
じ
・
ホ
タ
テ
の
燻
製
、

日
高
・
利
尻
昆
布
な
ど
、
贈
答
用

に
も
相
応
し
い
商
品
が
ズ
ラ
リ
。

無
添
加
と
原
料
に
こ
だ
わ
り
、

身
も
取
り
や
す
い
の
で
、
骨
が
心

配
な
お
子
さ
ん
や
高
齢
者
に
も
安

心
。
是
非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
今

後
は
定
期
的
に
半
額
セ
ー
ル
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

11 月に入り、篠路地区で車内から貴重品が盗まれる車上ねらいやその未遂事件が多発しています。
車内に貴重品を置かない、少しの時間でもカギをかけるを徹底しましょう。車上荒らしに注意 !!

発
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干
物
は
通
常
風
に
当
て
て
作
り

ま
す
が
、
こ
ち
ら
で
は
特
殊
な
脱
水

シ
ー
ト
を
使
用
し
、
魚
の
生
臭
さ
と

余
分
な
水
分
を
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
身
の
酸
化
が
な
く
、

ふ
っ
く
ら
し
た
仕
上
が
り
に
な
る
の

が
特
徴
。
ま
る
で
新
鮮
な
生
魚
の
よ

う
な
味
わ
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
番
人
気
は
と
ろ
サ
バ
一
夜
干
し

（
3
9
8
円
）。
銀
か
れ
い
西
京
み
そ

（
5
9
8
円
）、
縞
ほ
っ
け
一
夜
干
し

10
月
21
日（
月
）、
教
願
寺（
篠
路

町
上
篠
路
21
）
で
2
つ
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
1
つ
め
は
、
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
法
律
事
務
所
に
所
属
す

る
森
谷
拓
朗
弁
護
士
に
よ
る
相
続
講

座
。
財
産
や
土
地
の
相
続
に
つ
い
て

は
、
普
段
は
あ
ま
り
意
識
す
る
機
会

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ざ
と
い
う
時

に
は
重
大
な
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る

恐
れ
も
あ
り
、
専
門
家
に
よ
る
解
説

に
多
く
の
人
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
寺
社
に
つ
い
て
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト『
お
寺
の
窓
口
』
を
運

営
す
る
森
光
顕
氏
が
、
新
た
な
プ

11
月
11
日
午
前
11
時
、
ゾ
ロ
目

の
ゲ
ン
を
担
い
で
開
店
し
た
干

物
の
お
店「
ま
る
ひ
ら

商
店
」。

こ
の
道
20
年
の
平
田
秀
人
さ
ん

（
40
）
と
直
也
さ
ん（
36
）
兄
弟

が
、
満
を
持
し
て
こ
の
た
び
篠
路

で
独
立
を
果
た
し
ま
し
た
。
初
日

は
全
て
半
額
と
あ
っ
て
、
大
勢
の

お
客
さ
ん
で
閉
店
時
間
以
降
も
に

ぎ
わ
っ
て
お
り
、
幸
先
の
良
い
ス

タ
ー
ト
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
　

「
ま
る
ひ
ら

商
店
」

美
味
し
い
干
物
を

召
し
上
が
れ

お
店
探
訪

G
O
G
O!

!

▲興味深く耳を傾ける参加者たち

▲今年のインターハイ優勝時

▲レース中の一コマ

▲店舗前に2台駐車可

▲特殊製法のとろサバ一夜干し

▲干物がズラリと並んだショー
ケース

▲経営者の
　平田直也さん（左）と秀人さん

ロ
ジ
ェ
ク
ト “
人
生
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

ム
ー
ビ
ー
＂
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

還
暦
や
古
希
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
を
き
っ
か
け
に
、
祖
父
母
の
生
い

立
ち
や
人
生
で
の
嬉
し
か
っ
た
こ
と

な
ど
を
語
る
V
T
R
を
高
齢
者
の

方
へ
の
贈
り
物
と
す
る
と
い
う
も
の

で
、
札
幌
の
映
像
制
作
会
社
と
提
携

し
て
本
格
的
な
作
品
と
し
て
制
作
を

行
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

„
人
生
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
ム
ー
ビ
ー
＂

の
詳
細
に
つ
い
て
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
お
寺
の
窓
口
」
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
0
5
0
︲
3
3
9
5
︲
0
4
2
7
）

専
門
家
に
よ
る

終
活
セ
ミ
ナ
ー

（
1
2
8
0
円
）

の
他
、
様
々
な

種
類
の
一
夜
干

し
が
並
び
ま
す
。

そ
の
他
、
い
か

塩
辛
、
ほ
っ
き



販
売
店
か
ら
の
お
知
ら
せ

☆
12
月
の
新
聞
休
刊
日
は
９
日

（
月
）で
す

篠
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら

篠
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら

太
平
百
合
が
原
地
区
セ
ン
タ
ー
か
ら

太
平
百
合
が
原
地
区
セ
ン
タ
ー
か
ら

ふ
れ
あ
い
わ
が
街
編
集
部
　
佐
々
木

T
E
L
⁄
F
A
X
：
2
9
9
┃
3
7
9
4

E-m
ail

：5821@
d4.dion.ne.jp

▲篠路村烈々布素人芝居の出演者たち

防
災
教
室
開
催

環
境
大
臣
表
彰

受
賞
！

篠
路
ゆ
う
あ
い
町
内
会

内
外
太
平
町
内
会

今
月
か
ら
始
ま
る
新
コ
ー
ナ
ー
。
日
本
文
化
の
雑
学
を
紹
介
し
ま
す

◎
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
：

太
平
百
合
が
原
地
区
セ
ン
タ
ー

（
太
平
12
条
2
丁
目
1
︲
17
）

☎
7
7
0
︲
6
5
3
1

「
今
年
の
漢
字
」

「
今
年
の
漢
字
」

◎
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
：

篠
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
篠
路
3
条
8
丁
目
11
︲
1
）

☎
7
7
1
︲
3
7
0
0

コ
ミ
セ
ン
子
ど
も
も
大
人
も
み
ん
な
で

楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス

令
和
最
初
の
ク
リ
ス
マ
ス
！
先
着

2
0
0
名
に
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
あ
り
ま
す

▼
日
時
：
12
月
15
日
日
午
後
1
時
～
3
時

お
正
月
の
リ
ー
ス
作
り
講
座

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
や
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
正
月
リ
ー

ス
を
作
り
ま
す

▼
日
時
：
12
月
20
日
金
午
前
10
時
～
正
午

▼
定
員
：
8
名

▼
受
講
料
：
5
0
0
円
　

▼
教
材
費
：
1
7
0
0
円

▼
申
し
込
み
：
12
月
11
日
水
～
17
日
火

親
子
折
り
紙
講
座

お
子
さ
ん
、
ま
た
は
お
孫
さ
ん
と
交
流
し

な
が
ら
子
供
も
大
人
も
楽
し
め
る
作
品
を
作

り
ま
す

▼
日
時
：
12
月
26
日
木
午
前
10
時
～
正
午

▼
定
員
：
6
組
（
5
歳
く
ら
い
～
小
学
生
　

2
名
1
組
）

▼
受
講
料
：
5
0
0
円

▼
申
し
込
み
：
12
月
14
日
土
～
24
日
火

冬
休
み
書
初
め
講
座

小
学
生
を
対
象
に
講
師
の
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
冬
休
み
の
課
題
で
も
あ
る
書
道
に
親
し

み
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
す

▼
日
時
：
1
月
9
日
木
午
前
10
時
～
正
午

▼
定
員
：
6
名

▼
受
講
料
：
5
0
0
円
　

▼
持
ち
物
：
書
道
道
具
一
式
、学
校
の
課
題
の

お
手
本
、練
習
用
半
紙
、書
初
め
用
半
紙

▼
申
し
込
み
：
12
月
12
日
木
～
25
日
水

や
っ
て
み
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト「
ス
ク
ラ
ッ
チ
」

を
使
っ
た
簡
単
な
ゲ
ー
ム
の
作
成
を
通
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
ま
す

▼
日
時
：
1
月
11
日
土
・
12
日
日
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分（
全
2
回
）

▼
定
員
：
6
組
（
小
学
4
～
6
年
生
と
そ
の

保
護
者
・
中
学
生
）

▼
受
講
料
：
1
0
0
0
円

▼
教
材
費
：
1
0
0
0
円

▼
申
し
込
み
：
12
月
11
日
水
～
25
日
水

古
本
交
換
市

▼
日
時
：
12
月
13
日
金
午
後
2
時
～
4
時

▼
持
参
し
た
本
10
冊
ま
で
と
交
換

※
雑
誌
・
辞
書
・
地
図
・
全
集
は
交
換
で
き

ま
せ
ん

「
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
」絵
本
読
み
聞
か
せ

読
み
聞
か
せ
・
紙
芝
居
・
手
遊
び
・
昔
遊

び
な
ど

▼
日
時
：
12
月
6
・
20
日
金
午
前
10
時
～
11
時

▼
対
象
：
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

親
子
で
あ
そ
ぶ「
る
ん
る
ん
サ
ロ
ン
」

よ
み
き
か
せ
・
ら
く
が
き
コ
ー
ナ
ー
・
親

子
で
作
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
楽
し
い
遊
び
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
！

▼
日
時
：
12
月
14
日
土
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
入
場
無
料

み
ん
な
の
ク
リ
ス
マ
ス

「
人
形
劇
&
お
た
の
し
み
ビ
ン
ゴ
」

「
て
ん
て
こ
ま
い
」
の
人
形
劇
を
楽
し
ん

だ
後
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
ス
テ
キ
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
も
ら
っ
ち
ゃ
お
う
！

▼
日
時
：
12
月
21
日
土
午
後
2
時
～
3
時
30
分

▼
入
場
無
料

▲消防署員によるデモンストレーション

▲災害DⅤDを鑑賞
▲青柳会長。熊本の授賞式会場で

▲小泉進次郎環境大臣のサインがあります

篠
路
ゆ
う
あ
い
町
内
会
で
は
10

月
27
日（
日
）
に
篠
路
コ
ミ
セ
ン
に

て
防
災
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
一

人
ひ
と
り
に
防
災
意
識
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
い
う
初
の
試
み
で
し
た
が
、

当
日
は
、
町
内
会
加
入
戸
建
て
世
帯

の
半
数
以
上
で
あ
る
36
世
帯
62
名
が

今
年
1
月
、
生
活
環
境
浄
化
実
践

地
区
と
し
て
知
事
感
謝
状
を
表
彰
さ

れ
た「
内
外
太
平
町
内
会
」
が
、
こ

の
た
び
生
活
環
境
改
善
模
範
地
区
と

し
て
、
国
内
最
高
表
彰
の
環
境
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
対
象

は
全
国
か
ら
2
町
内
会
と
5
つ
の
団

体
で
、「
内
外
太
平
町
内
会
」は
そ
の

う
ち
の
1
町
内
会
で
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
同
町
内
会
が
長

日
本
文
化
あ
れ
こ
れ

新
春
囲
碁
大
会

3
ク
ラ
ス
の
レ
ベ
ル
別
の
大
会
。A
ク
ラ
ス

4
段
以
上
、B
ク
ラ
ス
3
段
～
初
段
、C
ク

ラ
ス
1
級
以
下

▼
日
時
：
1
月
19
日
日
午
前
9
時
～
午
後
3
時

▼
定
員
：
各
ク
ラ
ス
16
名

▼
参
加
費
：
5
0
0
円

▼
申
し
込
み
：
12
月
22
日
日
～
1
月
12
日
日

本
の
装
備
講
座

本
の
保
護
用
に
か
け
る
ブ
ッ
カ
ー
の
か
け
方

を
学
び
な
が
ら
、
本
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す

▼
日
時
：
1
月
24
日
金
午
前
10
時
～
正
午

▼
定
員
：
6
名

▼
受
講
料
：
3
0
0
円

▼
申
し
込
み
：
12
月
26
日
木
～
1
月
23
日
木

毎
年
、
年
末
に
な
る
と
話
題
に
な

る
の
が「
今
年
の
漢
字
」。
平
成
7
年
、

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

Q
発
表
は
い
つ
？

12
月
12
日「
漢
字
の
日（
い
い
字

一
字
の
語
呂
合
わ
せ
）」。

Q
な
ぜ
清
水
寺
で
発
表
さ
れ
る
の
？

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
の
本
部

が
京
都
に
あ
る
こ
と
、
清
水
寺
の
貫

主
、
森
清
範
さ
ん
が
同
協
会
の
理
事

を
務
め
て
い
た
こ
と
が
理
由
。

Q
応
募
方
法
は
？

個
人
で
応
募
す
る
場
合
は
ハ
ガ
キ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。
期
間
は
12
月

5
日
ま
で
。

Q
過
去
に
選
ば
れ
た
「
今
年
の
漢
字
」

と
出
来
事
は

■
平
成
7
年「
震
」（
阪
神
淡
路
大
震

災
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
）

■
平
成
10
年「
毒
」（
和
歌
山
カ
レ
ー

毒
物
事
件
）

■
平
成
13
年「
戦
」（
ア
メ
リ
カ
同
時

多
発
テ
ロ
事
件
）

■
平
成
18
年「
命
」（
悠
仁
親
王
の
ご

誕
生
）

■
平
成
22
年「
暑
」（
観
測
史
上
最
高
の

猛
暑
、チ
リ
鉱
山
事
故
で
無
事
生
還
）

■
平
成
24
年「
金
」（
ロ
ン
ド
ン
五
輪

で
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
、
9
3
2
年

ぶ
り
の
金
環
日
食
）

■
平
成
26
年「
税
」（
消
費
税
8%
）

■
平
成
27
年「
安
」（
安
倍
内
閣
の
安
全

保
障
関
連
法
案
成
立
、世
界
的
テ
ロ

事
件
や
異
常
気
象
に
よ
る
不
安
）

■
平
成
28
年「
金
」（
リ
オ
五
輪
で
メ

ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
、
イ
チ
ロ
ー
通
算

3
千
本
の
金
字
塔
）

■
平
成
29
年「
北
」（
北
朝
鮮
ミ
サ
イ

ル
発
射
、
九
州
北
部
豪
雨
）

■
平
成
30
年「
災
」（
胆
振
東
部
地
震
、

西
日
本
豪
雨
、
大
阪
北
部
地
震
）

い
か
が
で
し
た
か
？
漢
字
を

見
る
と
そ
の
年
が
ど
の
よ
う
な

年
だ
っ
た
の
か
思
い
出
せ
ま
す

ね
。
今
年
の
皆
さ
ん
の
予
想
の

一
字
は
何
で
す
か
？

参
加
と
い
う
大
盛
況
ぶ
り
。
篠
路
出

張
所
の
消
防
署
員
を
招
き
、
蘇
生
術

の
実
践
講
座
や
災
害
時
に
お
け
る
身

の
守
り
方
な
ど
を
指
導
し
て
も
ら
っ

た
他
、
段
ボ
ー
ル
に
よ
る
簡
易
ベ
ッ

ド
作
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
自
主
防
災
組
織
の
女
性

部
役
員
ら
に
よ
る
炊
き
出
し
体
験
を

兼
ね
て
の
豚
汁
も
振
る
舞
わ
れ
、
最

後
は
当
日
の
朝
に
汲
ん
で
き
た
ニ
セ

年
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
や
、
マ

ス
花
壇
の
美
化
、
資
源
回
収
な
ど
の

実
績
が
全
国
的
に
評
価
さ
れ
た
も
の

で
、
青
柳
史
匡
会
長
は「
今
回
の
表

彰
は
、
40
年
ほ
ど
前
か
ら
環
境
美
化

を
始
め
た
先
人
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、

町
内
会
全
体
で
い
た
だ
い
た
も
の
。

こ
の
表
彰
を
励
み
に
、
今
後
も
皆
で

力
を
合
わ
せ
て
続
け
て
い
き
た
い
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

表
彰
式
は
10
月
29
日
に
熊
本
市
で

開
催
さ
れ
た「
第
63
回
生
活
と
環
境

全
国
大
会
」
の
式
典
で
行
わ
れ
、
青

コ
の
水
を
全
員
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
い

う
至
れ
り
尽
く
せ

り
の
内
容
に
、
参

加
者
た
ち
も
大
満

足
の
様
子
で
し
た
。

胆
振
東
部
地
震

か
ら
1
年
が
経
ち

ま
し
た
が
、
防
災

意
識
は
常
に
高
め

て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
ね
。

柳
会
長
が
代

表
で
表
彰
台

に
立
ち
ま
し

た
。
内
外
太

平
町
内
会
の

皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

～
篠
路
歌
舞
伎
③
～

～
篠
路
歌
舞
伎
③
～

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
勧
進
帳
の

稽
古
。
し
か
し
、
歌
舞
伎
は
言
い

回
し
が
難
し
い
上
に
、
本
物
を
見

た
こ
と
も
な
い
若
者
衆
が
芝
居
を

覚
え
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
せ
っ
か
く
の
台
本
も

字
の
読
め
な
い
者
が
多
く
、
小
学

校
か
ら
教
師
を
呼
ん
で
平
仮
名
の

勉
強
か
ら
始
め
る
始
末
。
セ
リ
フ

の
暗
記
、
立
ち
位
置
、
身
の
こ
な

し
方
な
ど
全
て
が
未
知
の
世
界
の

た
め
、
う
ま
く
い
か
ず
に
苛
立
つ

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ

れ
で
も
大
沼
三
四
郎
の
意
気

込
み
抜
群
の
指
導
力
の
お
か
げ
で
、

若
者
た
ち
も
徐
々
に
稽
古
に
熱
が

入
り
、
博
打
や
酒
に
う
つ
つ
を
抜

か
す
暇
な
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。

将
来
へ
の
夢
も
希
望
も
な
い
と
い
う

投
げ
や
り
な
気
持
ち
が
す
っ
か
り
消

え
、
い
つ
し
か
彼
ら
の
間
に
は
固
い

結
束
力
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
を
見
た
妻
や
母
親
も
ま
た
、

彼
ら
の
や
る
気
を
側
面
か
ら
支
え
、

夜
な
夜
な
衣
装
づ
く
り
に
励
み
ま
し

た
。そ

し
て
翌
年
の
明
治
35
年
4
月
。

豊
年
満
作
祈
願
の
春
祭
り
で
芝
居
を

披
露
す
る
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

衣
装
、
大
道
具
、
小
道
具
と
全
て
が

手
作
り
で
行
わ
れ
た
初
舞
台
に
は

3
0
0
人
も
の
村
人
が
集
ま
り
、
予

想
を
は
る
か
に
超
え
る
期
待
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

耳
慣
れ
な
い
歌
舞
伎
口
調
に
、
皆

言
葉
そ
の
も
の
は
わ
か
ら
ず
と
も
、

義
経
一
行
が
富
樫
に
呼
び
止
め
ら
れ

歴歴
史史
散散

歩歩

場
面
で
は
思
わ
ず
涙
し
た
り
な
ど
、

役
者
と
客
と
の
間
に
一
体
感
が
生

ま
れ
た
の
で
す
。

こ
う
し
て「
烈
々
布
青
年
歌
舞

伎
芝
居
」
は
大
成
功
で
舞
台
を
終

え
、
そ
の
後
30
年
に
わ
た
る
歴
史

を
歩
ん
で
い
く
の
で
す
。

る
場
面
で
は
ハ

ラ
ハ
ラ
し
た
り
、

義
経
が
弁
慶
に

杖
で
撃
た
れ
る
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